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横田地域学校再編統合推進委員会

第３回ＰＴＡ部会

日時：令和5年 2月 9日（木）19:00～20:40

場所：雲州算盤伝統産業会館２階 大研修室

部長あいさつ

〔協議事項〕

１ 服装について

【資料１】アンケート調査結果

【資料２】問１ 選択理由一覧

【資料３】問５ 自由記述意見一覧

＊今後の流れ（案）

・部会で意見書をとりまとめる

・第３回全体会で承認（3/2開催）

・３月末までに部長から町長へ意見書提出

【意見書のまとめ方について】

Ａ案）今回の集計結果を参考して、部会として私服または制服（標準服）のいずれ

かを選択する。

Ｂ案）部会としての選択はせず、両論併記とする。

Ｃ案）その他

（参加者発言 ＊要旨）

・意見をまとめ、「部会としてはこちらがよい」と提案すべき。

・アンケート結果を見ると、標準服を希望する世帯が予想に反し多かったと感じる。真摯に回答い

ただいただけに、どう扱ったら良いか正直悩む。

→ 事務局の A案、B案とも例示であり確定ではない。「どのようにまとめるか」という方法も

含め、ご意見をいただきたい。

・先ほど「部会としてどちらかを明示すべき」と発言はしたが、本心は「服装は自由でいいのでは

ないか」ということ。それぞれの回答をされた保護者の思いを尊重した方がよい。どちらの理由

も説得力がある。「私服でも標準服でもよい」というルールであれば、不公平不平等になること

がないのではないか。学校生活についてもっと大事なこと、協議しなければならないことがたく

さんあると思うので、服装を自由するのがベターだと思う。

・地区ごとの回答傾向がわかる資料があるか。

→ アンケート回答に地区を記入する欄がないため、把握できていない。

・回答率も 50％を切っているので、この結果を校区に戻して再度協議するなどの考えが事務局にあ
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るか。

→ 事務局としては、本日部会の方向性をまとめ、3月 2日開催第３回全体会で承認いただく

想定であったため、校区に戻すことは考えていなかった。

・学校の立場からすれば、どちらに決まろうともそれに沿って子どもたちのための教育をするだけ

であるので、どちらが良いかという発言は出来ないことをご理解いただきたい。

→ 事務局も同じ認識であるため、学校代表者には「どちらが良いか」の発言は求めない。

・どのような内容にせよ、部会で意見書をまとめ町で決定するという流れは、予算措置のことなど

があるからそう判断しているのか。

→ ご指摘の部分もあるが、本来、学校での服装をどうするかは、当事者（学校、PTA）で決め

ていただくもの。以前、横田小や馬木小で制服から私服に変更になった際も町（町教委）は

関与していない。ただ、統合小学校がこれから立ち上がる状況で校長先生も決まっていない

ことから、今回の進め方でやらせていただいている。

・私服、制服のどちらでも選択できるようになる方がよいと思う。

・意見書を提出した後、町と部会とで意見のキャッチボールが続く形を想定しているのか。

→ 町として判断する手順については、現在検討中。意見書を提出後、意見をすりあわせてい

く場面も考えられる。

・C案として「服装は○○でないと（保護者は）認めない」と、強行突破することは出来ないか。

→ 保護者の総意でそれを望むなら可能性はゼロではないかもしれないが、（アンケート結果

を踏まえると）なかなか難しいのではないか。

・事務局としては A案で進めたい意図なのか。

→ そのような意図はない。アンケート結果だけをみて検討するより例示があるとやりやすい

と思い、A案、B案を準備した。「服装を自由にする仕組みを考えてほしい」というような意

見書を出すのもありだと思う。

・「（服装は）自由」というところについて、世代もあるかもしれないが、いろいろな考えがある。

個人的には、私服なら私服、制服なら制服に統一するイメージであった。現在私服であるので、

もし標準服（制服）になるのなら、町から何らかの補助をしていただきたい。

・現在私服の学校と制服の学校では意見に差があると思う。個人としてはどちらになってもよいと

思っているが、（部会としての判断の）よりどころがこのアンケート結果しかないのでなかなか

判断できない。部会として意見を表明する A案がよいとは思う。

・アンケート結果をみて、もうちょっと大差（で私服）になると思っていた。回答率が上がれば、

制服が多い結果になったかもしれないと感じた。個人的には冠婚葬祭の際、制服があればよかっ

たと思ったことはある。中学生に上がった子どもに「なんで小学校は制服がなかったの？」と聞

かれたこともあり、子どもも制服があったら服を選ばなくてよいと思っていたようである。個人

的には、これからの時代を考えると、型にはめない方がよいと思う。

・部会として協議を重ねてきたので、部会の意見を表明（A案）すべき。表明しないと部会の意味

がない。

→ 委員の皆さん全員が「部会としては○○がよい」と示した方がよいとの考えであるという

ことは事務局も理解した。
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ただ、皆さんの意見を聞いていると「私服にする」「標準服（制服）にする」の二択では

なく、「どちらを着てもよい。自由にする」という第三の選択肢が出てきたように思う。ア

ンケートで「どちらでもよい」の選択肢はあったが、あくまで「私服、標準服のどちらに

決まってもよい」という意味。

部会の意見として「自由にする」という意見でまとめるということであれば、（アンケー

トでは示さなかった選択となるので）もう少し議論が必要と思われる。そこについての意

見をいただきたい。

・（校区としての意見ではなく）個人の意見としては、ジェンダーレスに配慮した標準服を定めて

おいた上で「自由にする」とすれば、保護者からいただいた意見（公式行事への対応、現在私服

で問題を感じていない、など）に対応できるように思う。玉虫色かもしれないが。

→ 例えば、3つの選択肢（私服、標準服、自由服）を示し、再度保護者にアンケートする方

法もある。回答率もできる限り高くなるよう協力をお願いした結果であれば、部会の意見を

まとめる手がかりになるかもしれない。（部会の意見書をまとめることは本日のところでは

できないが）

・意見書の提出期限は決まっていたか。

→ 明確には決めていない。ただし、仮に標準服（制服）になる場合、入学前年に発注するこ

とになり、ブレザータイプであればデザイン決定にも時間を要する。

令和 5年度中にデザイン決定できるスケジュールでの期限となる。

・アンケートの自由記述に、「統合まで限られた時間しかないのにこんなアンケートをとるとは」

とお叱りの意見もあった。スケジュールがずれることはよろしくない。

・自分が町側の立場で決定する場合、今回のアンケート結果は非常に参考にしづらい。回答率が低

く、意見も割れている。なので、集計結果を踏まえ「服装については、自由にする方法にしてほ

しい」と意見書を出す方法と、事務局から例示があった 3つの選択肢での追加アンケートをして

決める方法のどちらかだと思う。

最初のアンケートを実施する前に気付くべきだったが、スケジュール的に可能であれば、追加ア

ンケートをするのが、決め方としては一番いいと思う。

→ 追加アンケートについては、回答期間と集計期間はそれほどかからないと思われる。ただ、

追加アンケート内容の部会検討の時間は必要かと思う。3月に追加アンケートを実施する

ためには、追加の部会開催等も必要になると思われる。なお、追加アンケートをした結果、

今回の集計結果とほぼ変わらない可能性ももちろんある。

・個人的には標準服の良さが多くあると認識している。子どもの気持ちのメリハリがつくことは非

常に大事。保護者の多くは経済的負担を懸念しているが、子どもが健全な生活が出来るなら、そ

こにお金をかけるのは個人的にはありと思っている。今回のアンケート意見を一通り見たが、保

護者の都合ばかり書いてあると感じた。どちらにもメリットがあるが、経済的負担が気になるの

であれば、（テレビからの情報であるが）「上は紺色、下はグレー」というルールだけ決めそれに

準じていればよい学校があるようなので、そのやり方にすれば買う服が指定されているよりは経

済的負担は軽減されるのではないか。

→ 部会の意見のとりまとめ方法はどうするのか。例えば、①追加アンケート集計結果を基に

部会で話し合って決める。②追加アンケート集計結果でもっとも多い回答を部会の意見とす

る など、様々な方法がある。
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・3択（私服、標準服、自由服）の追加アンケートとし、「どちらでもよい」選択肢はなくす。

・今、このメンバーだけ決めることは既にできなくなっている。「こういう選択肢もある」と話 が

広がってしまった。追加アンケートをして、次につなげるしかないのでは。

→ 事務局にて追加アンケート案を準備する。部会開催が難しければ、メール等でやりとりし

進めさせていただく。（→全委員同意）

追加アンケート集計結果で一番多い回答を部会の意見とする、でよいか。（→全委員同意）

２．体操服について

【事務局提案】

・集計結果を参考し学校代表者委員と事務局で候補を選定する。

・令和５年度部会にて、その候補から選考し決定する。

・候補は何種類の予定か。

→ これから検討に入るので未定。３～５種類と思われる。

３．今後の予定

・３月２日（木） 第３回全体会にて状況説明意見書について承認（見込）

・その後、町ホームページにアンケート結果及び検討経緯、意見書を掲載

・３月中に部長と推進委員会会長（教育長）で町長に意見書を提出

・追加アンケートを実施

・令和５年度第１回PTA部会は、５月頃を予定

４.その他

・「統合小学校に、PTA を立ち上げる必要があるのか」という意見の保護者がいる。そもそも PTA

は任意団体であり、児童が少ない地区の保護者にとっては負担が大きすぎるのではないかとの

意見である。どのような組織になるか不安なのだと思われる。

→ そのような意見があったことは承知した。

以 上


